
2026年度全国漁業協同組合学校第 2回パイロット研修 

 

 

経済学基礎 

～ あなたの仕事と暮らしの視野が広がります！ ～ 

― 開催要項 ― 

 

2026年 7月 21日（火）～22日（水） 

全国漁業協同組合学校 
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― 開催要項 ― 

１．目的  

 現業に携わる方々は、「バブルの頃のように景気を良くしてほしい」「政府は水産業にもっとテコ入れしてお金をつ

ぎ込むべきだ」「漁業者が自分で魚の値段を決められないのはおかしい」といった不満や要望を持っておられます。

そして経済学がその解決策を提示してくれるものと期待します。しかし現実はそれほど水産業に対して優しくありま

せんし、そもそもそんな要望は前提がおかしいという面もあります。                                       

 そこで本授業では、水産業が抱える課題やニーズに誰がどう答えていけるのか、答えていくべきなのかを整理し、

変化の激しい経済環境の中でより長期的に応用していけるような経済学の枠組みを受講者が自分で考え、意

見表明をしたうえで相互に学修していただくことを目標にしています。                                               

 具体的には以下の４点を目的・目標に置いています。 

 

 

 

 

 

 

２．募集概要  

 ・開催日  2026 年 7 月 21 日（火）～22 日（水） 2 日間 

 ・時間  【１日目】 13：30～16：50 

   【２日目】   9：00～12：20 

 ・受講方法  対面受講  もしくは  オンライン受講  

 ・場所  (ａ) 対面受講 

     全国漁業協同組合学校 2 階研修室 

     【住所】 千葉県柏市豊町 1-4-5 【TEL】 04-7144-8125 

     ※1 階事務所にて受付を致します。 

     ※初日は、開始時間の 10 分前までにお越しください。 

   (ｂ) オンライン受講（Zoom） 

    ※オンライン受講における留意事項を必ずお読みください。 

 ・対象者  JF グループ職員、JF グループ外職員 

   ※講義内容は、主に入組・入会１～3 年目の職員向けとなっております。 

経済学基礎 ～ あなたの仕事と暮らしの視野が広がります！ ～ 

① 世の中で起きているさまざまな「経済現象」を俯瞰して、客観的に眺めるための枠組みを学修する。 

② 知識を詰め込むのではなく、すでに持っている知識を整理・整頓して入れておく引出しを頭の中に創り出す。 

③ そのなかで水産業がどう位置づけられるのか、何の影響を受け、何に影響を及ぼすかを考える。 

④ これらの作業を通じて、今後生じるかもしれない水産業に関連する社会経済環境の変化に論理的に対応していく  

     ための応用力を養う。 
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 ・定員  (ａ) 対面受講  20 名限定 

   (ｂ) オンライン受講  制限なし 

 

３．講師                                      (敬省略) 

講師氏名  山下
や ま し た

 東子
は る こ

 

略 歴 1980 年 同志社大学経済学部卒業、1984 年 シカゴ大学より経済学修士取得、                          

2006 年 広島大学より博士（学術）取得。1995 年～2013 年  明海大学で講師・

助教授・教授を 2013 年～大東文化大学で教授を務め、2023 年から特任教授。経

済学・水産経済学を担当。 

この間、水産政策審議会会長（2011～2014）、総合海洋政策本部参与（2008～

2014）、国土審議会特別委員（2012～現在）などを務める。 

 

近刊に『新さかなの経済学―漁業のアポリア』2024 年、日本評論社。 

 

４．プログラム  

1

日

目 

第

１

講

義 

13：30 

～  

15：00 

「経済」が動くしくみ 

１．ブレーンストーミング。あなたが感じている近頃の経済の動き

（仕事＆プライベート） 

２．GDP からみる経済（ＰＣを使ってデータを探す） 

３．景気と経済成長の違い、物価、家計消費 

第

2

講

義 

15：20 

～  

16：50 

「水産業」は GDP の

どこにあるのか 

１．GDP の三面等価。生産→分配→支出 

２．生産面（水産業の GDP を伸ばすには？） 

３．支出面（水産物の消費支出を増やすには？） 

2

日

目 

第

3

講

義 

9：00 

～  

10：30 

政府に期待する役割 

１．昨日のふり返り、疑問点の解消 

２．政府の役割：マクロ。4 つの役割と政府財政 

３．政府の役割：ミクロ。市場の失敗と政府の出番 

第

４

講

義 

10：50 

～  

12：20 

需要と供給 

１．需要曲線と供給曲線(一般財と水産物の違い) 

２．売り手と買い手の数と価格の決定過程 

３．授業のまとめ、理解度テスト 

 ・講義時間は１日３時間、合計６時間を予定しています。 

 ・講義ごとの休憩時間は 20 分間としています。 
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5．費用 

 ・研修費  

 ※関係団体とは、JF グループ外団体のうち、組合学校後援会会員団体をいう。 

 ※金額は税込価格となります。 

 ※昼食は仕出し弁当となります。 

 

6．申込・支払 

 ・申込方法  申込書に必要事項をご入力のうえ、原則 PDF にてメールでお申込みください。 

   【送付先】 組合学校 事務局 Mail：info@kumiai-gakkou.jp  

   ※同団体から複数人申込される場合は、Excel シートを人数分コピー&ペーストしてお申 

    込みください。 

 ・申込期日  7 月 13 日（月） まで 

 ・振込  支払期日：7 月 16 日（木）まで 

     

 

 

    ※ 振込手数料は、貴団体でご負担いただきますようお願い致します。 

 ・その他  支払通知書を以って、請求書と代えさせていただきますが、別途請求書が必要な場合は

   申込時にその旨も記載してお申込みください。 

 

7．用意するもの  

 ・電卓、スマートフォンやタブレット等（インターネットに接続できる通信機器）1 台 

 ※1 日目の講義で使用 

 ※オンライン受講者の場合は、スマートフォンやタブレット等の代わりに当日使用する PC を 2 分割設定に切替 

  て受講することでも対応可能です。 

 

 

区分 講義料（2 日間） 
対面受講者のみ 

昼食(1 食) ※希望制 

JF グループ及び

関係団体 ※ 

①  組合学校後援会会員 15,000 円 

700 円 ②  組合学校後援会会員外 17,500 円 

       ③  JF グループ外 20,000 円 

農林中央金庫 本店 普通預金 4010030 

一般財団法人 漁村教育会(ｷﾞｮｿﾝｷｮｳｲｸｶｲ) 
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8．宿泊 

 ・本研修は、原則宿泊対応しておりません。遠方よりお越しの方は、各自で近隣ホテル等をお手配ください。 

 ※宿泊費及び交通費は、申込者様のご負担となります。 

 ※近隣ホテルの手配が難しい等の場合は、当校までご相談ください。 

 

9．注意事項 

 ・所定の人数に達しない場合は、開催を中止することがあります。 その際は、参加費を全額返金致します。 

 ・2026 年 7 月 17 日以降のキャンセルに関しましては、返金致しかねますのでご了承ください。 

  

 

― オンライン受講における留意事項 ― 

 

１．オンラインで受講する場合の入室について 

  ⑴研修開始時間の 20 分前から入室可能です。なお、出欠確認を行うため、10 分前までに入室を完了 

   してください。 

  ⑵雑音、ハウリング防止のため、発言時以外は「ミュート（音声を出さない）機能」を利用してください。 

   ⑶研修の運営管理（入場管理、質疑応答、等）のため、原則、入場は参加者 1 名につき 1 台の機器で 

   ご参加ください。 （同じ空間で、複数人が参加される場合は、ヘッドセットやイヤホン等を着用ください。） 

   

２．その他 

  ⑴オンラインによるトラブルが発生した場合は、当校までお電話ください。 

  全国漁業協同組合学校 事務局 

   TEL 04-7144-8125 

 ⑵受講詳細については、申込者に対して別途ご連絡致します。 

 

個人情報の取り扱いに関するご説明 

研修の申込に当たりご提出頂く個人情報は、研修の運営と参加者名簿の作成を利用目的としており、その目的の範囲内で、関係者、関係機

関等との共同利用または第三者提供が行われます。                                                        

※当校の個人情報の取り扱いに関する詳細については、当校ホームページ（https://jf-kumiaigakkou.com/）をご覧ください。 

https://jf-kumiaigakkou.com/

